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（
一
）
は
じ
め
に
〜
万
葉
集
に
つ
い
て
〜

『
万
葉
集
』
は
、
お
お
よ
そ
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
歌
々
が
載
っ
て
い
る
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
。
全
二
十
巻

に
約
四
五
〇
〇
首
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
歌
人
と
し
て
、
額
田
王
（
生
没
年
未
詳
、
七
〇
〇
年
ま
で
は
生
き
て
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
）、
柿
本
人
麻
呂
（
生
没
年
未
詳
、
七
一
〇
年
ま
で
は
生
き
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）、
山
上
憶
良
（
六
六
〇
？
〜
七
三

三
？
）、
高
橋
虫
麻
呂
（
生
没
年
未
詳
、
制
作
年
次
の
判
明
し
て
い
る
歌
に
天
平
年
間
の
も
の
が
あ
る
）、
大
伴
旅
人
（
六
六
五
〜
七
三

一
）、
大
伴
家
持
（
七
一
八
？
〜
七
八
五
）
と
い
っ
た
人
々
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
万
葉
集
は
、
後
の
勅
撰
集
な
ど
と
は
違

い
、
特
定
の
人
間
が
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
一
度
に
編
纂
し
た
歌
集
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
特
定
の
編
者
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
そ
ら
く
は
、
持
統
天
皇
（
六
四
五
〜
七
〇
三
、
在
位
六
八
六
〜
六
九
七
）
の
勅
撰
集
と
し
て
企
図
さ
れ
た
歌
集
が
、
最
終
的
に
は
大

伴
家
持
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

そ
の
成
立
は
奈
良
時
代
中
期
（
七
六
〇
〜
七
八
〇
頃
？
）
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
が
発
明
さ
れ
る
以
前
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
葉
集
歌
の
原
文
は
す
べ
て
漢
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
語
向
け
に
開
発
さ
れ
た
文
字
を
使
用
し
て

和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
の
難
波
宮
行
幸
時
に
詠
ま
れ
た
著
名
な
歌
、

葦
辺
行
く
　
鴨
の
羽
が
ひ
に
　
霜
降
り
て
　
寒
き
夕
べ
は
　
大
和
し
思
ほ
ゆ
（
１
・
六
四
）

の
原
文
は
、

葦
邊
行
鴨
之
羽
我
比
尓
霜
零
而
寒
暮
夕
倭
之
所
念

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
万
葉
和
歌
を
読
む
こ
と
は
、
こ
の
漢
字
ば
か
り
の
文
字
列
を
歌
に
変
換
す
る
作
業
を
経
て
初
め
て
可
能
に
な
る
の
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で
あ
る
。
万
葉
集
を
読
む
こ
と
は
漢
字
と
の
戦
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
来
、
こ
の
「
漢
字
を
歌
に
変
換
す
る
」
と
い
う
作

業
は
、
万
葉
集
を
論
じ
る
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
入
門
書
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
漢
字
仮
名
交
じ
り
に

書
き
下
し
た
歌
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
原
文
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
原
文
を
見
な
が
ら
歌
を
読
む
こ
と
に
も
慣
れ
る
必
要

も
あ
る
と
考
え
、
原
文
を
記
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
奈
良
時
代
の
文
学
に
触
れ
る
た
め
に
も
、
是
非
原
文
に
も
目
を
通
し
て
み
て
欲

し
い
。

そ
し
て
ま
た
、
奈
良
時
代
の
文
献
で
万
葉
集
ほ
ど
大
量
の
歌
が
載
っ
て
い
る
も
の
は
他
に
は
な
い
。
事
実
上
、
万
葉
集
を
読
む
こ
と

が
奈
良
時
代
以
前
の
歌
を
読
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
韻
文
の
夜
明
け
を
読
む
こ
と
に
も
な
る
。
と

い
う
の
も
、
万
葉
の
時
代
は
歌
を
文
字
で
記
す
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
り
、
日
本
人
が
自
国
語
を
文
字
化
し
た
最
初
期
に
も
当
た

る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
万
葉
集
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
地
名
の
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
、
土
地
を
歌
っ
た
歌
の
多
い
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
犬
養
孝
氏
『
万
葉
の
旅
（
上
・
中
・
下
）』（
初
版
一
九
六
四
年
、
改
訂
新
版
が
平
凡
社
よ
り
二
〇
〇
四

年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
の
計
算
に
よ
る
と
、
述
べ
二
七
五
二
ヶ
所
の
地
名
が
登
場
す
る
。
単
純
計
算
す
れ
ば
、
万
葉
集
の
歌
の
六
割

が
何
ら
か
の
形
で
そ
の
土
地
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
地
名
が
登
場
せ
ず
と
も
、
そ
の
土
地
の
こ
と
を
歌

っ
て
い
る
歌
も
あ
る
か
ら
こ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。『
万
葉
集
』
は
地
域
の
歌
集
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
う
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
、
万
葉
集
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
形
で
進
ん
で
き
た
面
が
大
き
い
。
現
在
で
も
、
明
日

香
村
や
平
城
京
址
な
ど
で
発
掘
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
現
地
説
明
会
に
参
加
す
る
と
、
何
人
も
の
万
葉
研
究
者
と
出
会
う
。
こ
の
傾
向
は
、

実
際
に
研
究
に
携
わ
る
も
の
に
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
旅
行
会
社
が
企
画
す
る
多
く
の
「
万
葉
旅
行
」
を
見
て
も
、
各
地
に
残
る
多

く
の
万
葉
歌
碑
（
実
に
二
〇
〇
〇
基
を
越
え
る
）
に
思
い
を
い
た
し
て
も
、
万
葉
和
歌
と
風
土
と
の
深
い
繋
が
り
は
容
易
に
理
解
で
き

よ
う
。

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
に
基
づ
き
、
万
葉
集
に
歌
わ
れ
た
南
大
阪
に
つ
い
て
の
論
を
進
め
て
ゆ
く
。
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（
二
）
南
大
阪
の
万
葉
歌

「
南
大
阪
」
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
よ
っ
て
も
、
南
大
阪
の
万
葉
故
地
の
数
は
変
動
す
る
が
、
本
書
で
は
、
お
お
よ
そ
、
現
在
の
住

吉
大
社
以
南
の
大
阪
府
内
と
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
基
準
で
南
大
阪
の
万
葉
故
地
を
数
え
て
み
る
と
、
九
十
例
以
上
の
南
大
阪
に

関
わ
る
歌
々
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

南
大
阪
に
あ
っ
て
歌
に
詠
ま
れ
る
地
名
の
中
で
、
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
る
の
は
住
吉
付
近
で
あ
る
。
南
大
阪
地
域
の
約
七
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
難
波
宮
行
幸
に
際
し
て
、
住
吉
方
面
へ
車き

ょ

駕が

を
進
め
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
詠
作
が
多
い
た
め
で

あ
る
。
本
書
の
第
二
章
第
一
節
は
こ
の
住
吉
を
集
中
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

次
に
多
い
の
は
、
茅
渟
付
近
（
現
在
の
堺
市
〜
高
石
市
〜
泉
大
津
市
〜
忠
岡
町
付
近
の
海
岸
）
で
あ
る
。
神
戸
の
対
岸
に
あ
た
る
こ

の
地
か
ら
は
、
青
空
の
広
が
る
日
で
あ
れ
ば
、
十
分
に
六
甲
の
山
々
を
見
は
る
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
堺
市
を
中
心
と
し
た
歌
々

に
つ
い
て
は
本
書
の
第
二
章
第
三
節
で
取
り
上
げ
る
。

一
方
、
一
組
の
長
短
歌
で
は
あ
る
も
の
の
、
南
大
阪
の
万
葉
歌
を
代
表
す
る
作
品
に
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
所
出
の
「
河
内
大
橋
」
を
詠

ん
だ
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

最
後
に
第
三
章
で
は
、
実
際
に
南
大
阪
の
万
葉
故
地
を
歩
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
ほ
ぼ
一
日
行
程
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

行
程
に
沿
っ
て
個
別
の
歌
々
を
解
説
し
た
。
実
地
踏
査
の
際
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
で
個
別
の
歌
々
を
記
す
が
、
南
大
阪
関
係
万
葉
歌
一
覧
を
載
せ
て
お
く
。
中
に
は
、
本
当
に
南
大
阪
の
地
名

で
あ
る
か
ど
う
か
論
の
分
か
れ
る
も
の
も
あ
り
、
多
め
に
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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（
三
）
南
大
阪
関
係
万
葉
歌
一
覧
　
付
・
南
大
阪
万
葉
地
図

・
住
吉
付
近
の
地
名
は
、「
大
伴
の
三
津
」
と
傍
線
を
記
す
。

・
河
内
国
の
地
名
は
、「
河
内
」
と
二
重
傍
線
記
す
。

・
和
泉
国
の
地
名
は
、「
血
沼
」
と
波
傍
線
記
す
。

・
地
名
は
歌
わ
れ
な
い
が
、
関
係
の
深
い
歌
は
「
２
・
八
八
」
と
歌
番
号
に
傍
線
を
記
す
。

山
上
臣
憶
良
、
大
唐
に
在
る
時
に
、
本
郷
を
憶
ひ
て
作
る
歌

い
ざ
子
ど
も
　
早
く
日
本
へ
　
大
伴
の
　
三
津
の
浜
松

待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
１
・
六
三
）

慶
雲
三
年
丙
午
、
難
波
宮
に
幸
す
時
に

志
貴
皇
子
の
作
ら
す
歌

葦
辺
行
く
　
鴨
の
羽
が
ひ
に
　
霜
降
り
て
　
寒
き
夕
は
　
大
和
し
思
ほ
ゆ
（
１
・
六
四
）

長
皇
子
の
御
歌

あ
ら
れ
打
つ
　
安
良
礼
松
原

住
吉
の

弟
日
娘
子
と
　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
１
・
六
五
）

太
上
天
皇
、
難
波
宮
に
幸
す
時
の
歌

大
伴
の
　
高
師
の
浜
の

松
が
根
を
　
枕
き
寝
れ
ど
　
家
し
偲
は
ゆ
（
１
・
六
六
）

右
の
一
首
、
置
始
東
人

旅
に
し
て
　
物
戀
之
鳴
毛
　
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば
　
恋
ひ
て
死
な
ま
し
（
１
・
六
七
）
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右
の
一
首
、
高
安
大
島

大
伴
の
　
三
津
の
浜
な
る

忘
れ
貝
　
家
な
る
妹
を
　
忘
れ
て
思
へ
や
（
１
・
六
八
）

右
の
一
首
、
身
人
部
王

草
枕
　
旅
行
く
君
と
　
知
ら
ま
せ
ば
　
岸
の
黄
生
に
　
に
ほ
は
さ
ま
し
を
（
１
・
六
九
）

右
の
一
首
、
清
江
の
娘
子
、
長
皇
子
に
進
り
し
な
り
。
姓
氏
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

磐
姫
皇
后
、
天
皇
を
思
ひ
て
作
ら
す
歌
四
首

君
が
行
き
　
日
長
く
な
り
ぬ
　
山
尋
ね
　
迎
へ
か
行
か
む
　
待
ち
に
か
待
た
む
（
２
・
八
五
）

右
の
一
首
の
歌
は
、
山
上
憶
良
臣
の
類
聚
歌
林
に
載
せ
た
り
。

か
く
ば
か
り
　
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
　
高
山
の
　
岩
根
し
ま
き
て
　
死
な
ま
し
も
の
を
（
２
・
八
六
）

あ
り
つ
つ
も
　
君
を
ば
待
た
む
　
う
ち
な
び
く
　
我
が
黒
髪
に
　
霜
の
置
く
ま
で
に
（
２
・
八
七
）

秋
の
田
の
　
穂
の
上
に
霧
ら
ふ
　
朝
霞
　
い
つ
へ
の
方
に
　
我
が
恋
止
ま
む
（
２
・
八
八
）

弓
削
皇
子
、
紀
皇
女
を
思
ふ
御
歌
四
首
（
他
三
首
略
）

夕
さ
ら
ば
　
潮
満
ち
来
な
む
　
住
吉
の
　
浅
香
の
浦
に

玉
藻
刈
り
て
な
（
２
・
一
二
一
）

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首
（
他
七
首
略
）

三
津
の
崎

波
を
恐
み
　
隠
り
江
の
　
舟
公
宣
奴
嶋
尓
（
３
・
二
四
九
）
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高
市
連
黒
人
が
羈
旅
の
歌
八
首
（
他
七
首
略
）

四
極
山

う
ち
越
え
見
れ
ば
　
笠
縫
の
　
島
漕
ぎ
隠
る
　
棚
な
し
小
舟
（
３
・
二
七
二
）

高
市
連
黒
人
が
歌
一
首

住
吉
の
　
得
名
津
に
立
ち
て

見
渡
せ
ば
　
武
庫
の
泊
ま
り
ゆ
　
出
づ
る
舟
人
（
３
・
二
八
三
）

角
麻
呂
が
歌
四
首
（
他
二
首
略
）

潮
干
の
　
三
津
の
海
女
の

く
ぐ
つ
持
ち
　
玉
藻
刈
る
ら
む
　
い
ざ
行
き
て
見
む
（
３
・
二
九
三
）

住
吉
の
　
野
木
の
松
原

遠
つ
神
　
我
が
大
君
の
　
行
幸
所
（
３
・
二
九
五
）

余
明
軍
の
歌
一
首

標
結
ひ
て
　
我
が
定
め
て
し
　
住
吉
の
　
浜
の
小
松
は

後
も
我
が
松
（
３
・
三
九
四
）

上
宮
聖
徳
皇
子
、
竹
原
井
に
出
遊
で
ま
す
時
に
、
龍
田
山
の
死
人
を
見
て
悲
傷
し
て
作
ら
す
御
歌
一
首
　
小
墾
田
宮
に
天
下
治
め
た
ま

ひ
し
天
皇
の
代
。
小
墾
田
宮
に
天
下
治
め
た
ま
ひ
し
は
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
な
り
。
諱
は
額
田
、
諡
は
推
古

家
に
あ
ら
ば
　
妹
が
手
ま
か
む
　
草
枕
　
旅
に
臥
や
せ
る
　
こ
の
旅
人
あ
は
れ
（
３
・
四
一
五
）

丹
比
真
人
笠
麻
呂
、
筑
紫
国
に
下
る
時
に
、
作
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌

臣
の
女
の
　
く
し
げ
に
乗
れ
る
　
鏡
な
す
　
三
津
の
浜
辺
に

さ
に
つ
ら
ふ
　
紐
解
き
放
け
ず
　
我
妹
子
に
　
恋
ひ
つ
つ
居
れ
ば
　
明

け
暗
の
　
朝
霧
隠
り
　
鳴
く
鶴
の
　
音
の
み
し
泣
か
ゆ
　
我
が
恋
ふ
る
　
千
重
の
一
重
も
　
慰
も
る
　
心
も
あ
り
や
と
　
家
の
あ
た
り
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我
が
立
ち
見
れ
ば
　
青
旗
の
　
葛
城
山
に
　
た
な
び
け
る
　
白
雲
隠
る
　
天
さ
が
る
　
鄙
の
国
辺
に
　
直
向
か
ふ
　
淡
路
を
過
ぎ
　
粟

島
を
　
そ
が
ひ
に
見
つ
つ
　
朝
な
ぎ
に
　
水
手
の
声
呼
び
　
夕
な
ぎ
に
　
梶
の
音
し
つ
つ
　
波
の
上
を
　
い
行
き
さ
ぐ
く
み
　
岩
の
間

を
　
い
行
き
も
と
ほ
り
　
稲
日
つ
ま
　
浦
回
を
過
ぎ
て
　
鳥
じ
も
の
　
な
づ
さ
ひ
行
け
ば
　
家
の
島
　
荒
磯
の
上
に
　
う
ち
な
び
き

し
じ
に
生
ひ
た
る
　
な
の
り
そ
が
　
な
ど
か
も
妹
に
　
告
ら
ず
来
に
け
む
（
４
・
五
〇
九
）

反
歌

白
た
へ
の
　
袖
解
き
交
へ
て
　
帰
り
来
む
　
月
日
を
数
み
て
　
行
き
て
来
ま
し
を
（
４
・
五
一
〇
）

賀
茂
女
王
の
歌
一
首

大
伴
の
　
見
つ
と
は
言
は
じ

あ
か
ね
さ
し
　
照
れ
る
月
夜
に
　
直
に
逢
へ
り
と
も
（
４
・
五
六
五
）

八
代
女
王
、
天
皇
に
献
る
歌
一
首

君
に
よ
り
　
言
の
繁
き
を
　
故
郷
の
　
明
日
香
の
川
に
　
み
そ
ぎ
し
に
行
く
　
一
の
尾
に
云
ふ
「
龍
田
越
え
　
三
津
の
浜
辺
に

み
そ
ぎ
し
に
行

く
」（
４
・
六
二
六
）

河
内
百
枝
娘
子
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

は
つ
は
つ
に
　
人
を
相
見
て
　
い
か
に
あ
ら
む
　
い
づ
れ
の
日
に
か
　
ま
た
よ
そ
に
見
む
（
４
・
七
〇
一
）

ぬ
ば
た
ま
の
　
そ
の
夜
の
月
夜
　
今
日
ま
で
に
　
我
は
忘
れ
ず
　
間
な
く
し
思
へ
ば
（
４
・
七
〇
二
）

好
去
好
来
の
歌
一
首
　
反
歌
二
首
（
注
他
略
）

神
代
よ
り
　
言
ひ
伝
て
来
ら
く
　
そ
ら
み
つ
　
大
和
の
国
は
　
皇
神
の
　
厳
し
き
国
　
言
霊
の
　
幸
は
ふ
国
と
　
語
り
継
ぎ
　
言
ひ
継



8

が
ひ
け
り
　
今
の
世
の
　
人
も
こ
と
ご
と
　
目
の
前
に
　
見
た
り
知
り
た
り
　
人
さ
は
に
　
満
ち
て
は
あ
れ
ど
も
　
高
光
る
　
日
の
大

朝
廷
　
神
な
が
ら
　
愛
で
の
盛
り
に
　
天
の
下
　
奏
し
た
ま
ひ
し
　
家
の
子
と
　
選
ひ
た
ま
ひ
て
　
勅
旨
　
頂
き
持
ち
て
　
唐
の
　
遠

き
境
に
　
遣
は
さ
れ
　
罷
り
い
ま
せ
　
海
原
の
　
辺
に
も
沖
に
も
　
神
留
ま
り
　
う
し
は
き
い
ま
す
　
諸
々
の
　
大
御
神
た
ち
　
船
の

舳
に
　
導
き
ま
を
し
　
天
地
の
　
大
御
神
た
ち
　
大
和
の
　
大
国
御
魂
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
の
み
空
ゆ
　
天
翔
り
　
見
渡
し
た
ま
ひ

事
終
は
り
　
帰
ら
む
日
に
は
　
ま
た
更
に
　
大
御
神
た
ち
　
船
の
舳
に
　
み
手
う
ち
掛
け
て
　
墨
縄
を
　
延
へ
た
る
ご
と
く
　
あ
ぢ
か

を
し
　
値
嘉
の
崎
よ
り
　
大
伴
の
　
三
津
の
浜
辺
に

直
泊
て
に
　
み
船
は
泊
て
む
　
障
み
な
く
　
幸
く
い
ま
し
て
　
は
や
帰
り
ま
せ

（
５
・
八
九
四
）

反
歌

大
伴
の
　
三
津
の
松
原

か
き
掃
き
て
　
我
立
ち
待
た
む
　
は
や
帰
り
ま
せ
（
５
・
八
九
五
）

難
波
津
に

み
船
泊
て
ぬ
と
　
聞
こ
え
来
ば
　
紐
解
き
放
け
て
　
立
ち
走
り
せ
む
（
５
・
八
九
六
）

車
持
朝
臣
千
年
が
作
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌

い
さ
な
と
り
　
浜
辺
を
清
み
　
う
ち
な
び
き
　
生
ふ
る
玉
藻
に
　
朝
な
ぎ
に
　
千
重
波
寄
せ
　
夕
な
ぎ
に
　
五
百
重
波
寄
す
　
辺
つ
波

の
　
い
や
し
く
し
く
に
　
月
に
異
に
　
日
に
日
に
見
と
も
　
今
の
み
に
　
飽
き
足
ら
め
や
も
　
白
波
の
　
い
咲
き
巡
れ
る
　
住
吉
の
浜

（
６
・
九
三
一
）

反
歌
一
首

白
波
の
　
千
重
に
来
寄
す
る
　
住
吉
の
　
岸
の
黄
生
に

に
ほ
ひ
て
行
か
な
（
６
・
九
三
二
）

春
三
月
、
難
波
宮
に
幸
す
時
の
歌
六
首
（
一
部
）

住
吉
の
　
粉
浜
の
し
じ
み

開
け
も
見
ず
　
隠
り
て
の
み
や
　
恋
ひ
渡
り
な
む
（
６
・
九
九
七
）
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右
の
一
首
は
作
者
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

千
沼
回
よ
り
　
雨
そ
降
り
来
る
　
四
極
の
海
人

網
手
綱
干
せ
り
　
濡
れ
も
あ
へ
む
か
も
（
６
・
九
九
九
）

右
の
一
首
、
住
吉
の
浜
を
遊
覧
し
、
宮
に
還
る
時
に
、
道
の
上
に
し
て
、
守
部
王
、
詔
に
応
へ
て
作
る
歌

馬
の
歩
み
　
押
さ
へ
留
め
よ
　
住
吉
の
　
岸
の
黄
生
に

に
ほ
ひ
て
行
か
む
（
６
・
一
〇
〇
二
）

右
の
一
首
、
安
倍
朝
臣
豊
継
の
作

石
上
乙
麻
呂
卿
、
土
左
国
に
配
さ
る
る
時
の
歌
三
首
　
并
せ
て
短
歌
（
関
係
歌
抄
出
）

大
君
の
　
命
恐
み
　
さ
し
並
ぶ
　
国
に
出
で
ま
す
　
は
し
き
や
し
　
我
が
背
の
君
を
　
か
け
ま
く
も
　
ゆ
ゆ
し
恐
し
　
住
吉
の
　
現
人

神

船
の
舳
に
　
う
し
は
き
た
ま
ひ
　
着
き
た
ま
は
む
　
島
の
崎
々
　
寄
り
た
ま
は
む
　
磯
の
崎
々
　
荒
き
波
　
風
に
あ
は
せ
ず
　
障

み
な
く
　
病
あ
ら
せ
ず
　
早
け
く
　
帰
し
た
ま
は
ね
　
本
の
国
辺
に
（
６
・
一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
）

反
歌
一
首

大
崎
の
　
神
の
小
浜
は

小
さ
け
ど
　
百
舟
人
も
　
過
ぐ
と
い
は
な
く
に
（
６
・
一
〇
二
三
）

月
を
詠
む
（
関
係
歌
抄
出
）

靫
掛
く
る
　
伴
の
緒
広
き
　
大
伴
に

国
栄
え
む
と
　
月
は
照
る
ら
し
（
７
・
一
〇
八
六
）

摂
津
に
し
て
作
る
（
関
係
歌
抄
出
）

悔
し
く
も
　
満
ち
ぬ
る
潮
か
　
住
吉
の
　
岸
の
浦
回
ゆ

行
か
ま
し
も
の
を
（
７
・
一
一
四
四
）

妹
が
た
め
　
貝
を
拾
ふ
と
　
千
沼
の
海
に
　
濡
れ
に
し
袖
は
　
干
せ
ど
乾
か
ず
（
７
・
一
一
四
五
）

め
づ
ら
し
き
　
人
を
我
家
に
　
住
吉
の
　
岸
の
黄
生
を

見
む
よ
し
も
が
も
（
７
・
一
一
四
六
）
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暇
あ
ら
ば
　
拾
ひ
に
行
か
む
　
住
吉
の
　
岸
に
寄
る
と
い
ふ

恋
忘
れ
貝
（
７
・
一
一
四
七
）

馬
並
め
て
　
今
日
我
が
見
つ
る
　
住
吉
の
　
岸
の
黄
生
を

万
代
に
見
む
（
７
・
一
一
四
八
）

住
吉
に

行
く
と
い
ふ
道
に
　
昨
日
見
し
　
恋
忘
れ
貝
　
言
に
し
あ
り
け
り
（
７
・
一
一
四
九
）

住
吉
の
　
岸
に
家
も
が

沖
に
辺
に
　
寄
す
る
白
波
　
見
つ
つ
し
の
は
む
（
７
・
一
一
五
〇
）

大
伴
の
　
三
津
の
浜
辺
を

う
ち
曝
し
　
寄
せ
来
る
波
の
　
行
く
へ
知
ら
ず
も
（
７
・
一
一
五
一
）

梶
の
音
そ
　
ほ
の
か
に
す
な
る
　
海
人
娘
子
　
沖
つ
藻
刈
り
に
　
舟
出
す
ら
し
も
　
一
に
云
ふ
「
夕
さ
れ
ば
　
梶
の
音
す
な
り
」（
７
・
一
一
五
二
）

住
吉
の
　
名
児
の
浜
辺
に

馬
立
て
て
　
玉
拾
ひ
し
く
　
常
忘
ら
え
ず
（
７
・
一
一
五
三
）

雨
は
降
る
　
仮
廬
は
造
る
　
い
つ
の
間
に
　
吾
児
の
潮
干
に

玉
は
拾
は
む
（
７
・
一
一
五
四
）

名
児
の
海
の

朝
明
の
な
ご
り
　
今
日
も
か
も
　
磯
の
浦
回
に
　
乱
れ
て
あ
る
ら
む
（
７
・
一
一
五
五
）

住
吉
の
　
遠
里
小
野
の

ま
榛
も
ち
　
摺
れ
る
衣
の
　
盛
り
過
ぎ
行
く
（
７
・
一
一
五
六
）

時
つ
風
　
吹
か
ま
く
知
ら
ず
　
吾
児
の
海
の

朝
明
の
潮
に
　
玉
藻
刈
り
て
な
（
７
・
一
一
五
七
）

住
吉
の
　
沖
つ
白
波

風
吹
け
ば
　
来
寄
す
る
浜
を
　
見
れ
ば
清
し
も
（
７
・
一
一
五
八
）

住
吉
の
　
岸
の
松
が
根

う
ち
曝
し
　
寄
せ
来
る
波
の
　
音
の
さ
や
け
さ
（
７
・
一
一
五
九
）

羈
旅
に
し
て
作
る
（
関
係
歌
抄
出
）

朝
な
ぎ
に
　
ま
梶
漕
ぎ
出
で
て
　
見
つ
つ
来
し
　
三
津
の
松
原

波
越
し
に
見
ゆ
（
７
・
一
一
八
五
）

舟
泊
て
て
　
か
し
振
り
立
て
て
　
廬
り
せ
む
　
名
子
江
の
浜
辺

過
ぎ
か
て
ぬ
か
も
（
７
・
一
一
九
〇
）

旋
頭
歌
（
関
係
歌
抄
出
）

住
吉
の

波
豆
麻
の
君
が
　
馬
乗
り
衣
　
さ
ひ
づ
ら
ふ
　
漢
女
を
据
ゑ
て
　
縫
へ
る
衣
ぞ
（
７
・
一
二
七
三
）
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住
吉
の
　
出
見
の
浜
の

柴
な
刈
り
そ
ね
　
娘
子
ら
が
　
赤
裳
の
裾
の
　
濡
れ
て
行
か
む
見
む
（
７
・
一
二
七
四
）

住
吉
の
　
小
田
を
刈
ら
す
児

奴
か
も
な
き
　
奴
あ
れ
ど
　
妹
が
み
た
め
と
　
私
田
刈
る
（
７
・
一
二
七
五
）

糸
に
寄
す
る

河
内
女
が
　
手
染
め
の
糸
を
　
繰
り
返
し
　
片
糸
に
あ
り
と
も
　
絶
え
む
と
思
へ
や
（
７
・
一
三
一
六
）

花
に
寄
す
る
（
関
係
歌
抄
出
）

住
吉
の
　
浅
沢
小
野
の

か
き
つ
は
た
　
衣
に
摺
り
付
け
　
着
む
日
知
ら
ず
も
（
７
・
一
三
六
一
）

羈
旅
の
歌

名
児
の
海
を

朝
漕
ぎ
来
れ
ば
　
海
中
に
　
鹿
子
そ
鳴
く
な
る
　
あ
は
れ
そ
の
鹿
子
（
７
・
一
四
一
七
）

天
平
五
年
癸
酉
の
春
閏
三
月
、
笠
朝
臣
金
村
、
入
唐
使
に
贈
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
（
反
歌
略
）

玉
だ
す
き
　
か
け
ぬ
時
な
く
　
息
の
緒
に
　
我
が
思
ふ
君
は
　
う
つ
せ
み
の
　
世
の
人
な
れ
ば
　
大
君
の
　
命
恐
み
　
夕
さ
れ
ば
　
鶴

が
つ
ま
呼
ぶ
　
難
波
潟
　
三
津
の
崎
よ
り

大
舟
に
　
ま
梶
し
じ
貫
き
　
白
波
の
　
高
き
荒
海
を
　
島
伝
ひ
　
い
別
れ
行
か
ば
　
留
ま

れ
る
　
我
は
幣
引
き
　
斎
ひ
つ
つ
　
君
を
ば
遣
ら
む
　
は
や
帰
り
ま
せ
（
８
・
一
四
五
三
）

水
江
の
浦
島
子
を
詠
む
一
首
　
并
せ
て
短
歌
（
長
歌
一
部
）

春
の
日
の
　
霞
め
る
時
に
　
住
吉
の
　
岸
に
出
で
居
て

釣
舟
の
　
と
を
ら
ふ
見
れ
ば
　
古
の
　
事
そ
思
ほ
ゆ
る
〜
（
９
・
一
七
四
〇
）
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河
内
の
大
橋
を
独
り
行
く
娘
子
を
見
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌

し
な
て
る
　
片
足
羽
川
の
　
さ
丹
塗
り
の
　
大
橋
の
上
ゆ
　
紅
の
　
赤
裳
裾
引
き
　
山
藍
も
ち
　
摺
れ
る
衣
着
て
　
た
だ
ひ
と
り
　
い

渡
ら
す
児
は
　
若
草
の
　
夫
か
あ
る
ら
む
　
橿
の
実
の
　
ひ
と
り
か
寝
ら
む
　
問
は
ま
く
の
　
欲
し
き
我
妹
が
　
家
の
知
ら
な
く

（
９
・
一
七
四
二
）

反
歌

大
橋
の
　
頭
に
家
あ
ら
ば
　
心
悲
久
　
ひ
と
り
行
く
児
に
　
宿
貸
さ
ま
し
を
（
９
・
一
七
四
三
）

葦
屋
の
処
女
の
墓
に
過
る
時
に
作
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌

古
の
　
ま
す
ら
男
の
　
相
競
ひ
　
妻
問
ひ
し
け
む
　
葦
屋
の
　
菟
原
処
女
の
　
奥
つ
城
を
　
我
が
立
ち
見
れ
ば
　
永
き
世
の
　
語
り
に

し
つ
つ
　
後
人
の
　
偲
ひ
に
せ
む
と
　
玉
桙
の
　
道
の
辺
近
く
　
岩
構
へ
　
作
れ
る
塚
を
　
天
雲
の
　
そ
き
へ
の
極
み
　
こ
の
道
を

行
く
人
ご
と
に
　
行
き
寄
り
て
　
い
立
ち
嘆
か
ひ
　
或
る
人
は
　
音
に
も
泣
き
つ
つ
　
語
り
継
ぎ
　
偲
ひ
継
ぎ
来
る
　
処
女
ら
が
　
奥

つ
城
所
　
我
さ
へ
に
　
見
れ
ば
悲
し
も
　
古
思
へ
ば
（
９
・
一
八
〇
一
）

反
歌

古
の
　
小
竹
田
壮
士
の
　
妻
問
ひ
し
　
菟
原
処
女
の
　
奥
つ
城
ぞ
こ
れ
（
９
・
一
八
〇
二
）

語
り
継
ぐ
　
か
ら
に
も
こ
こ
だ
　
恋
し
き
を
　
直
目
に
見
け
む
　
古
壮
士
（
９
・
一
八
〇
三
）

菟
原
処
女
が
墓
を
見
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌

葦
屋
の
　
菟
原
処
女
の
　
八
歳
子
の
　
片
生
ひ
の
時
ゆ
　
小
放
り
に
　
髪
た
く
ま
で
に
　
並
び
居
る
　
家
に
も
見
え
ず
　
虚
木
綿
の

隠
り
て
居
れ
ば
　
見
て
し
か
と
　
い
ぶ
せ
む
時
の
　
垣
ほ
な
す
　
人
の
問
ふ
時
　
千
沼
壮
士
　
菟
原
壮
士
の
　
廬
屋
焼
き
　
す
す
し
競

ひ
　
相
結
婚
ひ
　
し
け
る
時
に
は
　
焼
き
大
刀
の
　
手
か
み
押
し
ね
り
　
白
真
弓
　
靫
取
り
負
ひ
て
　
水
に
入
り
　
火
に
も
入
ら
む
と
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立
ち
向
か
ひ
　
競
ひ
し
時
に
　
我
妹
子
が
　
母
に
語
ら
く
　
倭
文
た
ま
き
　
賤
し
き
我
が
故
　
ま
す
ら
を
の
　
争
ふ
見
れ
ば
　
生
け
り

と
も
　
逢
ふ
べ
く
あ
れ
や
　
し
し
く
し
ろ
　
黄
泉
に
待
た
む
と
　
隠
り
沼
の
　
下
延
へ
置
き
て
　
う
ち
嘆
き
　
妹
が
去
ぬ
れ
ば
　
千
沼

壮
士
　
そ
の
夜
夢
に
見
　
取
り
続
き
　
追
ひ
行
き
け
れ
ば
　
後
れ
た
る
　
菟
原
壮
士
い
　
天
仰
ぎ
　
叫
び
お
ら
び
　
地
を
踏
み
　
き
か

み
た
け
び
て
　
も
こ
ろ
男
に
　
負
け
て
は
あ
ら
じ
と
　
掛
け
佩
き
の
　
小
大
刀
取
り
佩
き
　
と
こ
ろ
づ
ら
　
尋
め
行
き
け
れ
ば
　
親
族

ど
ち
　
い
行
き
集
ひ
　
永
き
代
に
　
標
に
せ
む
と
　
遠
き
代
に
　
語
り
継
が
む
と
　
処
女
墓
　
中
に
造
り
置
き
　
壮
士
墓
　
こ
の
も
か

の
も
に
　
造
り
置
け
る
　
故
縁
聞
き
て
　
知
ら
ね
ど
も
　
新
喪
の
ご
と
も
　
音
泣
き
つ
る
か
も
（
９
・
一
八
〇
九
）

反
歌

葦
屋
の
　
菟
原
処
女
の
　
奥
つ
城
を
　
行
き
来
と
見
れ
ば
　
音
の
み
し
泣
か
ゆ
（
９
・
一
八
一
〇
）

墓
の
上
の
　
木
の
枝
な
び
け
り
　
聞
き
し
ご
と
　
千
沼
壮
士
に
し
　
依
り
に
け
ら
し
も
（
９
・
一
八
一
一
）

逢
ふ
を
懽
ぶ
る

住
吉
の
　
里
行
き
し
か
ば

春
花
の
　
い
や
め
づ
ら
し
き
　
君
に
逢
へ
る
か
も
（
10
・
一
八
八
六
）

鳥
を
詠
む

妹
が
手
を
　
取
石
の
池
の
　
波
の
間
ゆ
　
鳥
が
音
異
に
鳴
く
　
秋
過
ぎ
ぬ
ら
し
（
10
・
二
一
六
六
）

飛
鳥
川
　
も
み
ち
葉
流
る
　
葛
城
の
　
山
の
木
の
葉
は
　
今
し
散
る
ら
し
（
10
・
二
二
一
〇
）

千
沼
の
海
の
　
浜
辺
の
小
松
　
根
深
め
て
　
我
恋
ひ
渡
る
　
人
の
児
故
に
　
或
本
の
歌
に
曰
く
「
千
沼
の
海
の
　
潮
干
の
小
松
　
ね
も
こ
ろ
に

恋
ひ
や
渡
ら
む
　
人
の
児
故
に
」（
11
・
二
四
八
六
）
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水
田
に
寄
す
る

住
吉
の
　
崖
を
田
に
墾
り

蒔
き
し
稲
　
か
く
て
刈
る
ま
で
　
逢
は
ぬ
君
か
も
（
10
・
二
二
四
四
）

住
吉
の
　
津
守
網
引
の

浮
け
の
緒
の
　
浮
か
れ
か
行
か
む
　
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
（
11
・
二
六
四
六
）

行
き
て
見
て
　
来
れ
ば
恋
し
き
　
浅
香
潟

山
越
し
に
置
き
て
　
寝
ね
か
て
ぬ
か
も
（
11
・
二
六
九
八
）

白
砂
　
三
津
の
黄
土
の

色
に
出
で
て
　
言
は
な
く
の
み
そ
　
我
が
恋
ふ
ら
く
は
（
11
・
二
七
二
五
）

住
吉
の
　
岸
の
浦
回
に

し
く
波
の
　
し
く
し
く
妹
を
　
見
む
よ
し
も
が
も
（
11
・
二
七
三
五
）

大
伴
の
　
三
津
の
白
波

間
な
く
　
我
が
恋
ふ
ら
く
を
　
人
の
知
ら
な
く
（
11
・
二
七
三
七
）

住
吉
の
　
浜
に
寄
る
と
い
ふ

う
つ
せ
貝
　
実
な
き
こ
と
も
ち
　
我
恋
ひ
め
や
も
（
11
・
二
七
九
七
）

住
吉
の
　
敷
津
の
浦
の

な
の
り
そ
の
　
名
は
告
り
て
し
を
　
逢
は
な
く
も
怪
し
（
12
・
三
〇
七
六
）

住
吉
の
　
岸
に
向
か
へ
る

淡
路
島
　
あ
は
れ
と
君
を
　
言
は
ぬ
日
は
な
し
（
12
・
三
一
九
七
）

時
つ
風
　
吹
飯
の
浜
に
　
出
で
居
つ
つ
　
贖
ふ
命
は
　
妹
が
た
め
こ
そ
（
12
・
三
二
〇
一
）
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大
君
の
　
命
恐
み
　
秋
津
島
　
大
和
を
過
ぎ
て
　
大
伴
の
　
三
津
の
浜
辺
ゆ

大
舟
に
　
ま
梶
し
じ
貫
き
　
朝
な
ぎ
に
　
水
手
の
声
し

つ
つ
　
夕
な
ぎ
に
　
梶
の
音
し
つ
つ
　
行
き
し
君
　
い
つ
来
ま
さ
む
と
　
占
置
き
て
　
斎
ひ
渡
る
に
　
狂
言
か
　
人
の
言
ひ
つ
る
　
我

が
心
　
筑
紫
の
山
の
　
も
み
ち
葉
の
　
散
り
過
ぎ
に
き
と
　
君
が
た
だ
か
を
（
13
・
三
三
三
三
　
反
歌
略
）

大
伴
の
　
三
津
に
船
乗
り

漕
ぎ
出
て
は
　
い
づ
れ
の
島
に
　
廬
り
せ
む
我
（
15
・
三
五
九
三
）

右
の
三
首
、
発
ち
に
臨
む
時
に
作
る
歌
（
二
首
略
）

物
に
属
き
て
思
ひ
を
発
す
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
（
長
歌
一
部
）

朝
さ
れ
ば
　
妹
が
手
に
巻
く
　
鏡
な
す
　
三
津
の
浜
辺
に

大
舟
に
　
ま
梶
し
じ
貫
き
　
韓
国
に
　
渡
り
行
か
む
と
〜（
15
・
三
六
二
七
）

筑
紫
に
回
り
来
、
海
路
に
て
京
に
入
ら
む
と
し
、
播
磨
国
の
家
島
に
到
り
し
時
に
作
る
歌
五
首
（
関
係
歌
抄
出
）

ぬ
ば
た
ま
の
　
夜
明
か
し
も
舟
は
　
漕
ぎ
行
か
な
　
三
津
の
浜
松

待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
15
・
三
七
二
一
）

大
伴
の
　
三
津
の
泊
ま
り
に

舟
泊
て
て
　
龍
田
の
山
を
　
い
つ
か
越
え
行
か
む
（
15
・
三
七
二
二
）

（
竹
取
翁
の
歌
　
長
歌
一
部
）

〜
紫
の
　
大
綾
の
衣
　
住
吉
の
　
遠
里
小
野
の

ま
榛
も
ち
　
に
ほ
ほ
す
衣
に
〜
（
16
・
三
七
九
一
）

反
歌
（
抄
出
）

住
吉
の
　
岸
野
の
榛
に

に
ほ
ふ
れ
ど
　
に
ほ
は
ぬ
我
や
　
に
ほ
ひ
て
居
ら
む
　
八
（
16
・
三
八
〇
一
）

住
吉
の
　
小
集
楽
に
出
で
て

現
に
も
　
己
妻
す
ら
を
　
鏡
と
見
つ
も
（
16
・
三
八
〇
八
）
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右
、
伝
へ
て
云
は
く
、
昔
、
鄙
人
あ
り
、
姓
名
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
こ
こ
に
郷
里
の
男
女
、
衆
集
ひ
て
野
遊
す
。
こ
の
会
集

の
中
に
鄙
人
の
夫
婦
あ
り
。
そ
の
婦
、
容
姿
端
正
し
き
こ
と
、
衆
諸
に
秀
れ
た
り
。
す
な
は
ち
そ
の
鄙
人
の
意
に
、
弥
妻
を
愛

し
ぶ
る
情
を
増
す
。
こ
の
歌
を
作
り
美
貌
を
讃
嘆
す
、
と
い
ふ
。

処
女
墓
の
歌
に
追
同
す
る
一
首
　
并
せ
て
短
歌

古
に
　
あ
り
け
る
わ
ざ
の
　
く
す
ば
し
き
　
事
と
言
ひ
継
ぐ
　
千
沼
壮
士
　
菟
原
壮
士
の
　
う
つ
せ
み
の
　
名
を
争
ふ
と
　
た
ま
き
は

る
　
命
も
捨
て
て
　
争
ひ
に
　
妻
問
ひ
し
け
る
　
処
女
ら
が
　
聞
け
ば
悲
し
さ
　
春
花
の
　
に
ほ
え
栄
え
て
　
秋
の
葉
の
　
に
ほ
ひ
に

照
れ
る
　
あ
た
ら
し
き
　
身
の
盛
り
す
ら
　
ま
す
ら
を
の
　
言
い
た
は
し
み
　
父
母
に
　
申
し
別
れ
て
　
家
離
り
　
海
辺
に
出
で
立
ち

朝
夕
に
　
満
ち
来
る
潮
の
　
八
重
波
に
　
な
び
く
玉
藻
の
　
節
の
間
も
　
惜
し
き
命
を
　
露
霜
の
　
過
ぎ
ま
し
に
け
れ
　
奥
つ
城
を

こ
こ
と
定
め
て
　
後
の
世
の
　
聞
き
継
ぐ
人
も
　
い
や
遠
に
　
偲
ひ
に
せ
よ
と
　
黄
楊
小
櫛
　
然
刺
し
け
ら
し
　
生
ひ
て
な
び
け
り

（
19
・
四
二
一
一
）

処
女
ら
が
　
後
の
し
る
し
と
　
黄
楊
小
櫛
　
生
ひ
変
は
り
生
ひ
て
　
な
び
き
け
ら
し
も
（
19
・
四
二
一
二
）

民
部
少
輔
多
治
真
人
土
作
の
歌
一
首

住
吉
に

斎
く
祝
が
　
神
言
と
　
行
く
と
も
来
と
も
　
船
は
速
け
む
（
19
・
四
二
四
三
）

天
平
五
年
、
入
唐
使
に
贈
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
　
作
り
主
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず

そ
ら
み
つ
　
大
和
の
国
　
あ
を
に
よ
し
　
奈
良
の
都
ゆ
　
お
し
照
る
　
難
波
に
下
り
　
住
吉
の
　
三
津
に
船
乗
り

直
渡
り
　
日
の
入

る
国
に
　
遣
は
さ
る
　
我
が
背
の
君
を
　
か
け
ま
く
の
　
ゆ
ゆ
し
恐
き
　
住
吉
の
　
我
が
大
御
神

船
の
舳
に
　
う
し
は
き
い
ま
し

船
艫
に
　
み
立
た
し
ま
し
て
　
さ
し
寄
ら
む
　
磯
の
崎
々
　
漕
ぎ
泊
て
む
　
泊
ま
り
泊
ま
り
に
　
荒
き
風
　
波
に
あ
は
せ
ず
　
平
け
く
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率
て
帰
り
ま
せ
　
も
と
の
朝
廷
に
（
19
・
四
二
五
四
）

反
歌

沖
つ
波
　
辺
波
な
立
ち
そ
　
君
が
船
　
漕
ぎ
帰
り
来
て
　
津
に
泊
つ
る
ま
で
（
19
・
四
二
五
五
）

追
ひ
て
防
人
が
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
心
を
痛
み
て
作
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
（
長
歌
一
部
、
反
歌
略
）

〜
あ
ら
た
ま
の
　
月
日
数
み
つ
つ
　
葦
が
散
る
　
難
波
の
三
津
に

大
舟
に
　
ま
櫂
し
じ
貫
き
〜
（
20
・
四
三
三
一
）

防
人
が
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
の
情
を
陳
ぶ
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
（
長
歌
一
部
、
反
歌
略
）

〜
平
け
く
　
親
は
い
ま
さ
ね
　
障
み
な
く
　
妻
は
待
た
せ
と
　
住
吉
の

我
が
皇
神
に
　
幣
奉
り
　
祈
り
申
し
て
　
難
波
津
に

舟
を

浮
け
据
ゑ
　
八
十
梶
貫
き
　
水
手
整
へ
て
　
朝
開
き
　
我
は
漕
ぎ
出
ぬ
と
　
家
に
告
げ
こ
そ
（
20
・
四
四
〇
八
）

天
平
勝
宝
八
歳
丙
申
の
二
月
、
朔
乙
酉
の
二
十
四
日
戊
申
に
、
太
上
天
皇
・
天
皇
・
大
后
、
河
内
離
宮
に
幸
行
し
て
、
信
を
経
て

壬
子
を
以
て
難
波
宮
に
伝
幸
し
た
ま
ふ
。
三
月
七
日
、
河
内
国
伎
人
郷
の
馬
国
人
が
家
に
し
て
宴
し
た
ま
ふ
歌
三
首

住
吉
の
　
浜
松
が
根
の

下
延
へ
て
　
我
が
見
る
小
野
の
　
草
な
刈
り
そ
ね
（
20
・
四
四
五
七
）

右
の
一
首
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
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